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園に面した二階の開口を大きく取る
等、公園との応答が狙われている。
□再生後の姿
　テヴィオット団地は、敷地内に大
きな小学校があり、夕方になると団
地内が通学路となり、子供たちで賑
やかになる。また、北部には起伏の
ある広場がある（図 4）。
　起伏がある広場は、小学生やまち
の人の憩いの場になっており、公園
を囲むように配置されている建物は
低く抑えられ配置されている。
　また、既存住棟と新しく配置され
た住棟の間には、細い路地が創られ
ている場所もあり。路地に面する低
層住宅の前庭の塀は低く抑えられて
いる。テヴィオット団地の駐車場は、
縦列型と建物内部に付属している集
中型があり、縦列駐車型は、道に風
景をつくっている。
　敷地北部には、川が流れており、
それに面する住棟には、テラスが張
り出しており、川との関係を創ろう
としている（図 5）。　
　敷地の東部の端には教会があり、
多くの改修されていない既存の住棟
が存在している。

□概要
　 テ ヴ ィ オ ッ ト 団 地 は、 ロ ン ド
ン 東 部 に 位 置 す る Poplar HARCA 

（Hous ing  and    Regenera t ion 
Community　Association） に よ っ
て再生された団地である （図１）。

□再生前の状況　
　テヴィオット団地は、高層棟を中
心に中層の建物が専用のスペースを
持たずに建ち並び、荒廃していた団
地である（図 2）

□再生の手法
　テヴィオット団地は、高層棟を撤
去し、かつてあった囲い型の中層棟
を残しながら、団地敷地と周辺との
境界に面する住棟の建て替えを行っ
た団地である（図 3）。
　新規に配置された運河沿いの住棟
は、テラスを張り出し、運河との関
係をつくっている。
　広場の周囲に配置された住棟は、
ささやかながら専用庭をつくり、公

図 1 . 位置図（GoogleMap に加筆）

図 2 . 再生前の姿 1）

図 3 . 再生後の航空写真（GoogleMap に加筆）　 

図 4 . 敷地北部の広場

図 5 . 運河に面する住棟
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ロンドン　テヴィオット団地の再生（手法と現況）（Teviot Estate）

□現状を確認して
○起伏がある公園は、小学生や街の 
　人の憩いの場になっており、公園
　を囲むように配置されている建物
　は低く抑えられ、圧迫感を減らす
　事で、快適な場所になっている
　（図 5）。
△既存住棟と新しく挿入された住棟
　の間には、細い路地がつくられて
　いる場所もあり、路地に面する低
　層住宅の前庭の塀は低く抑えられ
　住棟へのエントランスとなってお
　り、豊かな路地空間をつくってい
　る（図 7 ）。
×駐車場は、路上に縦列する駐車場
　と路外に駐車する駐車場があり、
　路外の駐車場は道が広くなりすぎ
　ていた（図 8）。
×道路に対し高いフェンスで囲われ
　た専用庭があるため、道路から住
　棟へアクセスできなくなっている
　（図 9）。
×既存の建物はコートハウス型をと
　っており、囲われた広場のフェン
　スは鍵がしてありアクセスできず
　荒廃した様子が見て取れた（図 1
　0）。
×敷地北部には、川が流れており、
　それに面する住棟には、テラスが
　張り出していたが、川、歩道、道
　路とそれぞれレベル差がありフェ
　ンスがつくられているため、連続
　的に繋がっていない（図 11）。
×敷地の東部の端には教会があり、
　多くの既存の住棟が存在しており
　暗い雰囲気を作っていた（図 13）。
注：写真は全て団地再編プロジェクト撮影
1)BBC NEWS, http://news.bbc.co.uk/2/hi/in_
depth/photo_gallery/3119025.stm

図 6. 既存（左）と新規（右）の間の道空間

図 11. 川沿いの住棟図 7. 既存建物に向かう路地

図 12. 既存建物と新規住棟の関係図 8. 広く取りすぎている路外駐車場

図 9. 中庭に面する専用庭 図 13. 敷地の端にある教会

図 10. コートハウス型の中庭


